
在庫管理システムの設計と開発　No,98036

キーワード：データベース、在庫管理、設計、開発

概要

　一般に過剰な在庫は資産の無駄だけでなく保

管場所の問題や長期保管による品質劣化の問題

などが発生し、製造原価の増加要因になるので、

できる限り少なくすべきです。しかし、在庫に

は、次のような効果があります。

　①ロット(生産数量／１回)効果

　　　生産数量の増加による生産性の向上

②誤差緩和

　生産計画、販売計画などの予測誤差の緩和

③納期促進、納期厳守

　在庫による納期の短縮化、納期の厳守

　④負荷調整　在庫により計画生産が可能とな

り、生産能力の負荷の軽減（負荷の山崩し）

在庫のデメリットを最小限にとどめ、これら

の効果を生かすには在庫を適正に維持すること

が必要です。本シートでは、適正在庫を維持す

るためのシステムの設計と開発上のポイントに

ついて述べます。

コンピュータシステム

　最近では、パソコンが高機能で安価ですの

で、パソコンサーバを用いたネットワークシス

テムで在庫管理を行うのが効率的です。

　図１の事例のように資材庫と各部門をパソ

コンネットワークで結び、各現場で必要な情報

を自由に入出力することができます。

また、規模が小さくネットワーク化の必要が

ない現場では、図１に示す各部門に設置したパ

ソコンとサーバのすべての機能を１台に集約し

運用することも可能です。

管理レベルによる物品の分類

　企業では多くの物品を購入しています。これ

らの物品を同等のレベルで管理するには時間・費

用・労力の点で無駄であり、たとえコンピュータ

処理であっても入力だけで多くの時間を費やし

ます。このため物品ごとに管理レベルを変えるこ

とにより、このような無駄を軽減することができ

ます。次に、二つの分類方法を示します。

＜経費にしめる重要度等による分類＞

　購入費の総額に占める割合や数値管理の必

要性による分類であり、表１に金属印刷業での例

を示します。

＜使用条件の重要度による分類＞

　たとえば病院などの在庫管理のように欠品

が許されない物品などを高い管理レベルに分類

する方法です。病院の例では高い管理レベルの物

品(10％程度)は、仕入数、支給数、返品数の管理

を週２回の割合で行い、その都度棚卸管理を行い

ます。逆に 90％近くの低い管理レベルの物品は、

月１回程度の割合で棚卸管理を行います。

　こうすることによって在庫管理が効率的に

実施できます。



物品の特定

　コンピュータ入力では、該当物品を非常に多く

の種類の中から特定する必要があり、これを短時

間に行うには、物品の属性によって多段階で分類

するのが効果的です。病院の分類例を図２に示し

ます。

　担当者は大区分、中区分と入力することで、物

品を数種類に絞り込むことができ該当物品を容

易に特定することができます。

棚卸し時の補正

　実際の棚卸数とコンピュータ上の値が合致し

ない場合の補正手順を示します。

①コンピュータ上での在庫数を算出する。

②実際の棚卸数をコンピュータに入力する。

③①と②があわない物品についての入出庫デー

タを出力する。

④同じ物品が別名称で入力されていないか、数量

の間違いなどのミスがないかを調べる。

⑤判明した物品についてデータを訂正する。

⑥再計算し、それでも合致しなけれは棚卸し補正

データとしてその差異をコンピュータに入力し、

実際の在庫数とコンピュータ上での値を合致さ

せます。

データベース（ＤＢ）の設計

　ＤＢの構造は、システムの使いやすさに大きく

影響します。ＤＢの設計の基本は次のようになり

ます。

　業務の流れの中で一連のまとまった処理

(発注、仕入れ、納品など)ごとにＤＢを作成し、

その処理で発生するデータ(１次データ)はそ

れにすべて格納することにより相対的に独立

したＤＢとします。こうするとたとえば発注一

覧表は、発注ＤＢだけから作成することができ

ます。また、単一のＤＢで作成できないような

一覧表は、図３の在庫数の例のように個々のＤ

Ｂを独立して集計し合算することで作成でき

ます。そのほか表計算ソフトから使用する場合

は、ＤＢの結合機能で複数のＤＢを結合し一つ

のＤＢとして取り扱うこともできます。

おわりに

  当研究グループでは、中小の製造業やサー

ビス業を対象にデータベースソフトｄＢＡＳ

Ｅ(Borland社製)や Access(Microsoft社製)を

用いて、パソコンネットワーク型生産管理シス

テムの開発を行っています。本シートの在庫管

理システムの事例は、金属印刷業と病院(300

床)におけるもので現在ともに稼働中です。そ

の他、鍍金加工業や金型製造業、伸線業などの

事例も多数あります。

　また、コンピュータの利用に関する相談や

研修なども行っていますので、ぜひご利用下さ

い。
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